
 







 

  



 

 

～講評～ 

１ 小問集合で、（1）は対数不等式、（2）は数Ⅲの微分、（3）は整数解の組の総数を求める問題、（4）は三角関数

の最大最小、（5）は平面図形。いずれも昨年度よりは解きやすい問題でした。 

 （3）についてはメルリックス学院の前日セミナーで扱った予想問題がズバリ的中しました。 

２ 食塩水の濃度変化を、漸化式を用いて解く問題でした。兵庫医科大学では 2012 年に類題が出題されています。 

３ 複素数平面の問題でした。（3）は（2）ができてなくても、丁寧に図を描いて円周角がπ/3 であることに気づけ

ば解ける問題でした。 

 

 難易度はやや易化しましたが、時間的には厳しかったと思います。１の配点が大きいことを考えると、１で 3 問

半を確保して２を完答、３を途中まで解くか、２を途中まで解き、３の（3）に時間をかけるかという形が堅実だっ

たと思います。以上を踏まえて、合格ラインは 6 割程度が想定されます。 

 


